



A New Management Method of the Dental Health for
our Students by using the Google Apps
KAWAMOTO, Masaru
Abstract
A new method of life management of dental health care for our students was devel-
oped with Google Apps. These results are reported as follows. Dental health, in order to
enjoy a comfortable life is very important. Therefore, dental health care is one of the
most important things among life management.This is consistent with the 8020 move-
ment which has promoted aggressively by the Ministry of Health, Labour and Welfare,
and the Japan Dental Association. Currently, there are no problems with the teeth of most
of our students. And, they have almost no knowledge about the dental health care. There-
fore, they have no much interest in dental information. And, they have some careless eat-
ing habits on their dental health. But, as a result of this exercise on the theme "Life-Man-
agement and Dental health care" which uses a Web-text on the GoogleApps-site and
Google, Word, Excel, PowerPoint as a tool, half of our students answered "helpful".
Their interest level has been improved in all categories compared to before this exercise.
Especially, they showed a strong interest in the scaling treatment and the whitening treat-
ment and the orthodontic. From these facts, it is found that the instruction using a Web-




















































































































総合政策学科の 1年生であり、その他 26名（93％）はライフマネジメント学科の 1年生であっ
た。
また、アンケートⅡでは、歯に関係する生活習慣や印象などを幅広く聞いた。アンケートⅡで
































































































































































































































































































































































④ これらの結果は、歯肉からの出血（図 3.1gおよび h）や、歯の動揺（図 3.1 およびm）、
歯肉の腫れ（図3.1qおよび r）等でも全く同様であった。
⑤ 歯肉からの出血に関し、図3.1gおよびｈと図3.2dの結果は矛盾している。
⑥ 歯が痛くなった時、学生の殆ど（90％）は歯科医院に受診し（図 3.2e）、殆どの学生
（90％）はかつて１回以上の歯科医院受診経験を持つ（図 3.2f）が、その結果、学生の
38％は歯科医院に対して多少なりとも嫌いな感情を持っており（図3.2g）、学生の51％は、
歯科医院が高い・痛い・怖い等悪い印象を持っている（図3.2h）。
⑦ 学生の殆どは歯に悪いと言われる喫煙習慣が無い（93％；図3.2k）が、その反面、大半の
学生（97％）は歯に悪いチョコレートやケーキ・ココア・お菓子・コーラ・ガム・パン・
コーヒー・茶等の嗜好品を少なくとも１種類以上好んでおり、中には全部好きと答えた学
生も7％いた（図3.2j）。
⑧ 自分の口臭については、気になる学生と気にならない学生が拮抗している（図3.2l）が、
他人の口臭については気になる学生の方が57％と多い（図3.2m）。口の臭い人は自分の回
りには余りいない（図3.2n）反面、電車やバスなどの交通機関で出会う見ず知らずの人に
は多いと感じている（図3.2o）。
⑨ 歯科セミナーないしは虫歯や歯周病の原因、およびインプラント、ホワイトニング、矯正
歯科、歯周病科のスケーリング治療などの専門歯科については、多くの学生が知らないと
答え、また、興味が無いとも答えている（図3.2p～ t）。
以上をまとめると、現在、アンケートに回答した学生諸君は、自身の歯に殆ど異常が無く健全
で、かつ、歯の健康に関する知識がほとんど無い為、歯科情報にはあまり関心が無く、歯科医院
に受診した経験は有るものの、余り良い印象は持っておらず、他人の口臭は気になるものの、自
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身の口臭には余り気にせずに、喫煙習慣こそは無いが、歯に悪い嗜好品には全く無頓着な食習慣
である。
6.3 応用演習の効果について
GoogleAppsの siteを用いたWebテキスト（授業ノート）でアンケートⅠ＆Ⅱの集計結果を提示
し（図 3.3a）、「ライフマネジメントと歯の健康管理」をテーマに、GoogleAppsの siteを用いた
Webテキスト（授業ノート）を用いて、GoogleをはじめWord・Excel・PowerPointを道具として
総合的な応用演習を行い（図4a～g）、事後アンケート（アンケートⅢ）を取った結果、半数前
後の学生は多少とも役に立ったと答え、歯の健康に興味が有り、歯の健康に不安が有る、と答え
た（図5a～c）。
未だ多くの学生（44％）は歯の健康に関する情報に余り興味が無い（図5d）が、一方、ホワイ
トニングや歯周病科のスケーリング治療、矯正歯科等の個別の専門歯科については強い関心を示
した（図5f）。しかし、図5fを秋学期の最初に実施したアンケートⅡの結果（図6a）と比べると、
多少なりとも全項目で改善しており、特に、ホワイトニングや歯周病科のスケーリング治療では
その改善度が顕著に見られた。これは明らかに今回の取り組みの成果と言える。
詰まり、学生諸君が現在、歯の健康に関して余り関心が無いのは、現在、歯に何らのトラブル
も無い事も有るが、むしろ、歯の健康に関する啓蒙を今までほとんど受けて来なかった事の方が
主たる原因であると言える。従って、大学などで系統的な啓蒙を十分に受ければ、歯の健康に関
する関心度は飛躍的に向上する可能性がまだまだ有ると言える。
なお、歯の健康情報の形態については、今回多用したGoogleAppsの siteを用いたWebテキスト
（授業ノート）を含むホームページ形式が良いと答えた学生が39％で最も多かったが、現在流行
中のツイッターやFacebook・ブログ・YouTubeは評価が良くなかった（図5e）。
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以上の事実から、情報リテラシー等の実習科目を通じて、GoogleAppsの siteを用いたWebテキ
スト（授業ノート）の形態で歯の健康に関する啓蒙を行う事は、ライフマネジメントという観点
から、学生の歯の健康管理には非常に有意義で効果の有るものであると言える。
6.4 今後の課題
今回の取り組みで得られた結果を基に、ライフマネジメントとしての、その術策の更なる改善
が必要である。その為には、今回の取り組みに積極的に協力してくれるような歯科大学を探す必
要がある。
一方、学生が安心して受診できる近隣の歯科医院や歯科医師会、歯科大学とその付属歯科病院
などとのネットワークも必要であると思われる。
特に、学生の歯の健康管理は、本学に限った問題では無く、国内の大学の全てに広く共通した
問題で有る。その為には、公的資金が必要で有るかも知れないが、今回の取り組みは、日本歯科
医師会と厚生労働省がかねてより積極的に推進している「80歳になっても自分の歯を20本以上
保とう」という8020運動（1989）とも合致するものであるから、アクション次第では、公的資金
を獲得出来る可能性は十分に有り、また、本学が8020運動のモデル大学に選ばれる可能性も十分
に有る。その為にも、学内に共同研究者とワークショップが必要である。
結　論
今回の取り組みの成果は、筆者が担当する情報リテラシーⅡを受講する学生に限ったものであ
るが、以上の結果をまとめると、以下のようになった。
現在、アンケートに回答した学生諸君は、自身の歯に殆ど異常が無く健全で、かつ、歯の健康
に関する知識がほとんど無い為、歯科情報にはあまり関心が無く、歯科医院に受診した経験は有
るものの、余り良い印象は持っておらず、他人の口臭は気になるものの、自身の口臭には余り気
にせずに、喫煙習慣こそは無いが、歯に悪い嗜好品には全く無頓着な食習慣である。
「ライフマネジメントと歯の健康管理」をテーマに、GoogleAppsの siteを用いたWebテキスト
を多用し、GoogleをはじめWord・Excel・PowerPointを道具として総合的な応用演習を行った結
果、半数前後の学生は多少とも役に立ったと答え、歯の健康に興味が有り、歯の健康に不安が有
る、と答えた。
未だ多くの学生は歯の健康に関する情報に余り興味が無いが、一方、ホワイトニングや歯周病
科のスケーリング治療、矯正歯科等の個別の専門歯科については強い関心を示し、その意識は明
らかに改善された。
詰まり、学生諸君が現在、歯の健康に関して余り関心が無いのは、現在、歯に何らのトラブル
も無い事も有るが、むしろ、歯の健康に関する啓蒙を今までほとんど受けて来なかった事の方が
主たる原因であると言える。従って、大学などで系統的な啓蒙を十分に受ければ、歯の健康に関
する関心度は飛躍的に向上する可能性がまだまだ有ると言える。
以上の事実から、情報リテラシー等の実習科目を通じて、GoogleAppsの siteを用いたWebテキ
ストを多用する形態で歯の健康に関する啓蒙を行う事は、ライフマネジメントという観点から、
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学生の歯の健康管理には非常に有意義で効果の有るものであると言える。
今後の課題としては、今回の取り組みに積極的に協力してくれるような歯科大学を探す必要が
ある。また、学生が安心して受診できる近隣の歯科医院や歯科医師会、歯科大学とその付属歯科
病院などとのネットワークも必要であると思われる。特に、学生の歯の健康管理は、本学に限っ
た問題では無く、国内の全大学に広く共通した問題で有るから、その為には、公的資金が必要で
有るかも知れないが、今回の取り組みは、日本歯科医師会と厚生労働省がかねてより積極的に推
進している8020運動とも合致するものであるから、アクション次第では、公的資金を獲得出来る
可能性は十分に有り、また、本学が8020運動のモデル大学に選ばれる可能性も十分に有る。その
為にも、学内に共同研究者が必要である。
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